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今
年
、
古
代
法
分
野
で
共
同
著
作
・
論
文

集
の
公
刊
他
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
見
い
だ

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
個
別
の
論
考

に
よ
り
多
彩
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
ず
、
ギ
リ
シ
ア
法
に
つ
い
て
。
桜
井

万
里
一
子
「
士
口
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
家
の
継

承

i
i後
継
者
擁
保
の
た
め
の
法
制
と
慣

行
」
(
辻
村
み
よ
子
監
修
・
編
守
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
基
礎
国
論
と
法
』
東
北
大
学
出
版
会
所

収
)
は
、
ジ
ェ
ン
ダ

l
学
に
関
わ
る
総
合
研

究
の
う
ち
で
女
性
の
地
位
・
権
利
に
関
わ
る

歴
史
研
究
と
い
う
位
置
づ
け
を
得
て
、
古
典

期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
オ
イ
コ
ス
の
継
承
と

婚
姻
法
制
、
そ
こ
に
お
け
る
父
系
原
理
と
母

系
原
閣
の
交
錯
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い

で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
法
に
関
す
る
赤
井
伸
之

「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
死
刑
考
1

1

石
打
刑
」
(
聖
泉
論
叢
一
五
〉
は
、
へ
ブ
ラ

イ
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
史
料
他
の
検
討
に
基
づ

き
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
一
般
的
な

死
刑
方
法
で
あ
る
五
打
刑
の
対
象
と
な
る
犯

罪
類
型
と
実
施
方
法
在
考
察
す
る
。

ロ
ー
マ
法
で
は
、
ま
ず
、
王
政
期
か
ら
古

典
期
ま
で
の
発
展
に
重
点
を
お
き
、
時
に
誇



制
箆
の
始
原
的
考
察
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
簡

潔
に
ロ
ー
マ
法
の
歴
史
的
展
開
を
概
観
す
る

教
科
書
と
し
て
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
マ
ン
テ
/
問

中
実
H
瀧
津
栄
治
訳
守
口

l
マ
法
の
歴
史
ら

(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
誉
穿
)
が
山
山
た
。
次
い
で
、

公
法
・
関
制
に
関
わ
る
論
考
で
は
、
本
間
俊

行
「
帝
政
期
都
市
ロ
!
マ
に
お
け
る
消
訪
活

動
と
社
会
的
地
位
」
ハ
北
海
道
大
学
/
西
洋

史
論
集
一

O
)
が
、
都
市
ロ
ー
マ
に
お
け
る

消
防
隊
と
ウ
ィ
ク
ス
を
分
析
す
る
過
程
で
、

パ
ウ
ル
ス
の
吋
消
防
隊
長
官
の
織
務
に
関
す

る
単
巻
雲
L

に
一
言
及
・
依
拠
し
、
ロ

i
マ
公

法
・
行
政
史
に
示
唆
を
与
え
る
。
佐
々
木
健

「
吋
ル
|
ケ
リ
ア
碑
文
ι
に
見
る
共
和
政
中
期

?
i
マ
世
界
に
お
け
る
宗
教
法
制
の
一
断
面

ωω
完
L

(

論
議
二
八
一
・
五
、
二
ハ
一
一
了

一
)
は
、
盟
林
で
の
汚
物
投
棄
・
死
体
遺
棄

.
追
悼
式
挙
行
を
禁
じ
た
標
記
碑
文
を
素
材

に
、
ラ
テ
ン
語
史
料
と
オ
ス
ク
語
史
料
に
対

す
る
殴
史
一
言
詩
学
的
分
析
を
援
用
し
つ
つ
、

宗
教
法
制
の
あ
り
方
と
法
的
規
制
手
法
の
重

層
性
と
を
考
察
す
る
。
藤
野
奈
津
子
「
ロ
ー

マ
の
元
首
政
に
つ
い
て
」
(
一
一
一
重
短
期
大
学

/
地
研
年
報
一
一
一
一
)
は
、
テ
オ
ド

i
ル
・
モ

ム
ゼ
ン
の
国
制
理
論
に
対
す
る
最
近
の
評
悩

を
、
学
説
史
的
綬
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
検

討
す
る
。
主
に
元
首
政
に
対
す
る
三
一
員
政

論
」
的
把
躍
と
、
「
革
命
」
理
論
、
共
和
政

販
の
民
会
「
控
訴
」
に
関
す
る
理
論
を
軸
に

論
じ
て
お
り
有
益
。

私
法
に
関
わ
る
論
考
で
は
、
菅
尾
暁
「
制

限
超
過
利
患
支
払
い
に
お
け
る
元
本
充
当
及

び
返
還
請
求
i
l
i
セ
ヴ
ェ
ー
ル
ス
帝
の
勅
令

(ロム
N
h
h
o
胃
)
を
中
心
に
」
(
九
法
九

五
〉
が
、
古
典
期
ロ

1
マ
法
に
お
け
る
利
息

の
一
二
%
制
隈
規
律
を
、
「
非
債
の
利
息
」

と
い
う
概
念
の
検
討
と
標
記
法
文
の
分
析
を

軸
に
了
寧
に
検
討
し
て
い
る
。
森
光
っ
古
典

期
ロ

l
マ
法
に
お
け
る
無
償
住
居
提
供
の
法

的
性
質
決
定
」
(
新
報
一
一
一
一
一
・
一
一

H

一

一
一
)
は
、
無
償
で
の
住
窟
提
供
が
有
す
る
法

的
性
格
、
こ
れ
に
対
す
る
法
学
者
の
克
解

を
、
な
町
田
Z
S岱
べ
と
い
う
一
一
豆
楽
の
一
治
義
、
住

所
の
無
償
提
供
の
実
態
他
の
検
討
を
踏
ま
え

て
明
ら
か
に
す
る
。
民
日
目
的
匂
民
間
口
門
円
OCH-?

」
吋
お
の
お
兵
∞
広
巾

O同

H
N
O
H
H
M
E
E
t
-
(同
?

門
山
田
「
お
H
Z
)
は
、
ユ
僚
よ
ナ
説
設
纂
』

守
山
刺
法
粂
纂
ら
等
の
法
史
料
、
法
学
者
の
議

論
・
知
的
素
晴
後
他
に
お
け
る
ラ
テ
ン
語
科
ロ

ー
マ
的
婆
素
と
ギ
リ
シ
ア
諾
H
ギ
リ
シ
ア
的

要
素
の
対
立
を
展
望
す
る
。
間
徹
「
証
人
と

証
言

ωωL(関
法
五
七
・
一
ニ
、
五
八
・
一
一
)

は
、
最
初
に
託
人
に
回
附
す
る
モ
ノ
グ
ラ
ブ
を

記
し
た
紀
元
後
四
世
紀
の
法
学
者
ア
ル
カ
デ

イ
ウ
ス
の
記
述
を
中
心
と
し
た
、

J
Z説
捻

纂
』
中
の
証
人
関
連
諸
規
定
を
悉
皆
検
討
す

る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
自
由
な
証
拠
評
価
原

理
の
成
立
と
そ
れ
へ
の
ハ
、
ド
リ
ア

i
ヌ
ス
帝

の
関
与
を
検
討
し
た
後
、
吋
勅
法
梁
答
品
中

の
関
連
規
定
を
考
察
す
る
。
同
氏
に
よ
る
同

誌
掲
載
の
成
果
は
多
数
に
よ
る
が
、
こ
こ
で

は
二
回
連
載
の
前
記
論
文
に
絞
っ
て
取
り
上

ず
た
。歴

史
方
法
論
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
の
吉

原
達
也
「
パ
ハ
オ

i
フ
ェ
ン
に
お
け
る
神
話

・
伝
説
・
歴
史
」
(
広
法
一
一
二
・
西
)
は
、

ロ
i
マ
王
統
神
話
に
現
れ
る
タ
ナ
ク
ィ
ル
ら

の
女
性
伝
説
を
そ
チ

i
フ
と
し
、
そ
の
オ
リ

エ
ン
ト
的
影
響
を
探
究
し
た
バ
ハ
オ
|
フ
ェ

ン
の
著
書
守
タ
ナ
ク
ィ
ル
の
伝
承
ι
を
考
察

対
象
に
彼
の
神
話
・
伝
説
、
震
史
探
究
の
方

法
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
同
氏
に
よ
る

「
パ
ハ
オ
|
フ
ェ
ン
の
神
話
解
釈

ω」
(
広
法

一
一
一
一
了
一
)
の
連
載
が
始
ま
っ
た
。
ロ
ー
マ

法
か
ら
説
き
起
こ
し
た
作
品
で
も
笑
定
法
解

釈
学
に
重
点
を
お
く
と
判
断
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
原
則
他
分
野
に
よ
る
が
、
本
項
で
特

に
以
下
の
作
品
を
挙
げ
た
い
。
石
川
真
人

「
法
学
的
構
成
に
つ
い
て
」
〈
法
雑
五
四
・

二
は
、
負
担
付
死
因
贈
与
契
約
と
(
契
約

成
立
・
義
務
履
行
後
作
成
の
)
白
筆
証
書
遺

言
と
の
効
力
に
つ
き
判
示
し
た
最
高
裁
判
備

か
ら
出
発
し
、
ま
ず
ロ

l
マ
法
に
お
け
る

「
負
担
」
の
あ
り
方
を
考
察
し
、
同
判
例
の

構
成
に
対
す
る
批
判
に
至
る
。

招
鰐
研
究
者
の
講
演
録
・
翻
訳
論
文
と
し

て
は
、
ロ

l
ザ
ン
ヌ
大
学
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ユ

ト
ゥ
ル
ム
名
挙
教
授
の
作
品
が
、
「
講
演
/

。
ぽ

2
円巾
H
M
m
w
H
巾ぬ

2
巾
jill-
デ
ィ

1
ゲ
ス
タ
の

解
釈
〔
学
説
設
築
の
釈
義
〕
」
(
比
雑
四
一
・

一
)
以
下
、
問
誌
に
計
一
一
一
点
掲
載
さ
れ
た
。

基
本
的
研
究
文
献
の
邦
訳
と
し
て
、

W
-
w

-
パ
ッ
ク
ラ
ン
ド
、
ア

l
ノ
ル
ド
・

D
・マ

ッ
ク
ネ
ア

l
/長
田
芳
憲
土
紙
間
三
千
穂
H

北
井
震
弥
刊
森
光
訳
「
ロ

l
マ
法
と
コ
モ
ン

.ロ
l
i
-
-
一
つ
の
概
説
的
な
比
較
と
し
て

附
」
(
比
雑
四
一
・
一
二
)
が
継
続
中
。
史
料

邦
訳
と
し
て
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会

「
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典

mL(法
政
史
学
六

八
)
が
、
紀
元
後
三
一
一
一

O
年
二
月

1
一一一一二一

年
八
月
の
法
令
に
及
び
、
順
調
に
継
続
中
。

最
後
に
、
評
者
自
身
の
作
品
に
次
の
二
点
が

あ
る
。

R
H
N
O
E
S
Z
d司

ωse2
出
E

P
巾

ロ
誌
の
。
骨
山
口
宗
主
巾
「
口
同
呂
田
口
・

ω
3
g
g

ot司ロ巾「叩}同一℃印
w

出口円山

nOBO巧ロ
2
・∞
V
6
3

(。ω民
主

C
Z
コ
臼
MNω
勾
ペ
区
当

Et

〈
同
初
当
日
印
)
、
ョ
学
説
粂
纂
μ

第
一
七
巻
第

一
章
〈
委
任
訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴

権
)
に
つ
い
て
の
、
覚
え
書
き
}
(
奈
良
産
一

0
・一一一)。
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